
オピカレハ Malacosomaneustria L. (Lepidoptera: 

Lasiocampidae)の産卵習性と卵固着物質

兼久勝夫 ・杉山 章平

オピカレハ出幼虫がウメケムシまたはテンマクケムシと俗称され，梅，桃，桜などの若

葉を春から初夏にかけて食害する.その産卵習性は特徴があり，食害樹の小枝に指給状に

巻きつけて産卵する. 卵と卵また卵と小枝の聞は黒褐色の固化物によって固着されてい

る. この固化物は雌性付属腺の分泌物に由来するものである.

昆虫の雌のおもな内部生殖系は卵巣，輸卵管，付属腺および受精褒よりなっている(Da-

vey 1965， De Wilde 1964). オピカレハもこれらの器官を有し. 付属腺は体重当り大型

で，茶褐色の内容物を含有している.これは他の多くの蛾類が乳白色を主とした薄色を呈

しているのに対して一つの特徴で、ある. 雌性付属腺 (femaleaccessory gland)は腰質腺

(colleterial gland)の別名が示すように，産付卵を固着させる躍質粘液物を分泌する作用

を持っている (Wigglesworth1953). 1967年春にかなりの数のオピカレハを採集飼育し，

産卵習性の観察と付属眼内容物の主たる構成成分を調べ，明らかにすることが出来た部分

もあるので報告する.

本実験を行なうに当り有益な助言を賜わった当研究所小沢潤二郎教授，供試虫の採集.飼育および実

験に援助いただいた白神孝，松尾昌子の各氏に深謝する.

実験材料と方法

供絞虫

オピカレハは倉敷市内において庭樹として栽植されている桃および桜を食害中のものを

採集した. 吐糸網を作り群棲している 2令幼虫を 4月12日に， また営繭輔化のために栽

植樹上およびその付近を歩行中の終令虫を5月12日に採集した. これらに桜葉または柳

葉を与えて 250C，24時間照明で飼育し，営繭踊化させた. 1瞬ずつ分離しておいて羽化

させて実験に供した.

誘号!および交尾綜験

大きさが縦横各65cm，高さ 50cmで， 底面板敷，その他は網張りの飼育箱に， 直径約

20cmのはえとりびんを2コ入れた.びんのそれぞれに3匹ずつの未交尾雌蛾と雄蛾を収

納した直径約5cm，高さ約3cII1の網蓋付きポリエチレンカヅプを入れた.飼育箱内に 20

~40匹の雄蛾または雌蛾を入れて， ガラス窓のある小屋に放置しa 薄暮および早朝の活動

期の後，びん内に入っている蛾数を調べた.多くの欠点を感じたが， この方法で雌雄の誘

引性を検討した.交尾産卵習性は室温で自然照明の室で，桜の小枝を入れて観察した.い

ずれの場合もはちみつと庶糖の混合液を脱脂綿につけて与えた.

付属腺内容物
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羽化1-4日後の未交尾雌蛾または交尾産卵後の蛾を生理的食塩水中で解剖した.形態

の比較観察をするとともに卵巣内の卵を数えた.未交尾雌蛾の付属腺を薄茶色半透明の先

端細管部とともに取り出し，数秒間燕溜水中で水洗し，浦紙で余分の水分を取り除き秤量

した. 1コまたは5コずつをそれぞれ1N，0.5N， 0.25N， 0.12N， 0.06Nの各硫酸液

で還流加熱分解し，境搾しながら炭敵パリウム紛末を加えて pH6.0付近に中和した.こ

れを遠心分離し，上清液を 400Cで減圧濃縮して， 下記するクロマトグラフィーを行なっ

た. 新鮮な付属腺からの粘質液， 数十コずつ含水エーテノレまたは90%メタノール中に約

1カ月間畏潰した両液の濃縮液， および漫演後細切して 4N，1N， 0.25N， 0.06Nの塩

酸または 5%カ性ソーダ液で還流加熱分解した中和濃縮液についてクロマトグラフィーを

行なった.

クロマトグラフ4一
東洋溜紙No.51Aの溜紙クロマトグラフィーとシリカゲルGの薄層クロマトグラフィー

により，アミノ酸，糖類およびフェノール性物質の分離，同定を主目的にして種々の展開

液を用いて行なった.各図に付記したものが好適であり多用した.発色剤の調整法は橋本

(1962)と杉本・今戸，古谷，岡田・松井 (19臼)によった.糖類の発色剤としてはナフ

チルレゾルシン硫酸，アニスアルデヒド硫酸，アニリン水素フタレート，アニシジンフタ

レート，ァ γスロンおよびアンモニア性硝酸銀の各試薬を用いた.アミノ酸の発色剤とし

てはニンヒドリン試薬を用いた.フェノール性物質の発色剤としてはジアゾベンチジン，

同スルファニル酸，同エールり y ヒ試薬，ベルリン背反応， リンモリプデン酸，フォリン

のフェノール試薬， および2，6ジクロルキノンクロルイミド試薬を用いた. 糖用として

記述したナフチルレゾルシン硫酸，アニスアルデヒド硫酸およびアンモニア性硝酸銀はフ

ェノール性物質を違った色調で‘発色させた.5%ヨーソのクロロホルム液， 5塩化ア γチ

モン液， ドラゲンドルフ試薬や pH指示色素液なども用いた.これらの発色試薬および同

定のための試薬は和光薬品製または東京化成製のものを使用した.

結 果

オピカレハの交尾と憲卵

4月12日に2齢幼虫で採集し， 250Cで飼育したものは5月1日より営繭踊化し， 5月

14日より羽化し;始めた. 野外条件のまま成長したものは 5月10日頃から営繭踊化し. 5 

月24日より羽化し始めた. 蛸期聞は雌で平均16日 (14-19日)， 雄は 14.5日 (13-17

日〉であった. したがって羽化当初は雄蛾が多く，末期になると雌蛾の方が多かった.成

虫は比較的短命で，与えたはちみつと庶糖液をほとんど撰取しないようで， 1週間内外で

雌雄ともに死亡した.薄暮と早朝に活穫に飛び廻り，また趨光性も顕著であった.雌は腹

部が大きいためか雄ほど活穫でなかった.

本実験に用いた誘引試験方法ははえとりびんのため出入りが円滑でなく，不規則に行な

われる欠点があった. しかし雄蛾は雌蛾に誘引きれ，その反対は見られない結果を得た.

それを第 1表に示す.カイコやヤママユガ類に見られるような大型の誘引腺は見られず，

またカイコで見られるような交尾前のはげしい運動もなかった.昼間でも時4活発に飛期

することがあり，その時に雌蛾を収納したrfんへ雄蛾が飛び込むことがあった.
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第 1表 オピカレハの性誘引試験

放飼虫 調査回数

雄 峨 62 

雌 蛾 25 

交尾産卵習性は長

野(1917)や林(1937)

が詳述しているが，

若干付記する点も加

えて，今回の観察の

要点を記述する.交

尾は雌蛾の羽化後1

~2 日以内に雌雄逆

方向の定位で静止し

て， 1 ~ 3時間行な

われた.その後 1 ~

2日以内に， 直径 4

~7mm の小枝を選

び， 2~3 時聞かけ

て産卵が行なわね

た.交尾および産卵

は夜間のほうが多い

ようであるが，昼間

でもしばしば見られ

た.通常産卵を開始

すると，卵巣内のほ

とんどの卵を 1回に

産付してしまう.産

卵後の蛾を解剖する

と，卵はごくわずか

残っているのみか，

または全くなかっ

た.卵巣中の卵は羽

化時にほとんど全部

が完成された状態に

あり，マイマイガや

ニカメイガで見られ

るような小さい卵や

瓶内捕獲全虫数 雌蛾瓶と雄蛾瓶の比較

雌蛾瓶 雄蛾瓶 瓶雌蛾>雄瓶蛾 箪雌峨圃維瓶蛾 瓶雌蛾〈雄瓶蛾 O皿 O

79 42 32 11 11 8 

9 7 6 1 4 14 

第 1図 A:未交尾蛾(1)および交尾産卵峨 (2は約90%産卵し

た蛾， 3はほぼ完全に産卵した蛾〉の雌性付属腺と卵巣

B:雌性付属腺の外層の膜面

C:未交尾蛾 (1)と交尾蛾 (2主3)による卵塊
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小胞状のものは認められなかった. 40匹の雌蛾について含有卵数を調べたところ， 1匹当

り平均 390 コ (313~492 コ〉であった.

付属腺内容物は卵とともに小量ずつ分泌される. 未交尾蛾で 10コについて調べたとこ

ろ， 1コ当り平均61mg (50~73 mg)であった. これが産卵終了後は収縮して糸状にな

っていた. これを第 1図Aに示す.付属腺の最外層は 5%カ性ソーダで加熱分解した時に

薄茶色の透明褒状物として残り，表面に微小隆起を有する膜状物よりできていた.これを

第1図Bに示す.酸加水分解ではこの残留物はなく，キチン質でできていることが推定さ

れた.付属腺内容物は体外に出ると急速に粘着園化した.漉紙につけると数分以内に固化

し，水中で付属腺を破ると少しずつ拡散しながら沈澱し，やがて固化した. 4%フォルマ

リン液やアルコールに漫潰すると非常に固くなった.

山第 1図Cvこ正常に産卵されたものと未交尾蛾が産卵したものを示す.未交尾のまま放置

しておくと，羽化 3~4 日後より小量ずつ場所も不規則に産卵した.死亡したときに，か

なりの数の卵が卵巣内に残り，また付属腺内容物も相当量残り固くなっていた.未交尾蛾

の産卵は付属腺からの分担、も不整ーであり，はがれやすし、小卵塊を作った. しかし急速に

分泌物が固化することは正常の産卵と同じであった.未交尾蛾の産卵時に分担、物が多量で

あると産卵管の末端部が産卵箇所に固着し.そのまま移動不能となり死亡している例がし

ばしば見られた.

付属腺内容物の組成

解剖直後の新鮮試料について鴻紙クロマトグラフィーを行なった.試料は塗布後急速に
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第 2図 ナフチルレゾルシン硫酸発色クロマトグラム

I次元:プタノール氷酢酸水 (4，1， 1)， n次元:エチルアセテー
トー65%イソプロパノール (65，35). G:グルコース， GA:グルク
ロン酸，上の点の部分はグルクロン酸ラクト γ体， 1: 0.06N， 2: 0.12 
N， 3: 0.25N， 4:0.5Nまたは1Nの各硫酸分解後の中和濃縮液.RV: 
赤紫色.BIV:青紫色
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黒褐色に固化し，これは用いた数種の展開液のいずれによっても原点からテイリシグ様に

上昇した.しかしニンヒドリン，アユリン水素フタレートおよびフェノール試薬のいずれ

によっても明瞭なスポットは検出されなかった.このことは分解して検討する必要を示し

ている.

加水分解物について調べた結果，分解の程度が低い試料中に，糖類の発色剤であるナフ

チルレゾルシンやアニスアルデヒドで発色する物質が数コあり， これらは分解が進むと減

少した.反対にアミノ酸の発色剤であるユンヒドリンで検出される物質は分解が進むにつ

れて急激に増量して来た.蛋白質が主成分の一つであることが明瞭である.

第 2図にナフチルレゾルシン硫酸で発色させた例を示す.軽度の分解試料中に赤紫色と

青紫色を呈して高 Rf値を示すスポットがあり，分解が進むにつれて消失し， 原点近くと

グルクロン酸と近似の Rf値をとるスポットが現われて来た.グルコースのスポットはど

の試料にもあるが，分解の進んだ試料のほうが若干多量に含んでいるようであった.グル

コースの同定は種々の展開液を用いてガラクトース，フラクトース， トレハロースその他

10種の単糖および少糖類と比較して行なった.

分解された試料中にはベルリン背反応，リ γモリプデン酸，2，6ジクロノレキノンクロルイ

ミド試薬，その他のフェノール性物質検出反応で、陽性のものがあった.下記するメタノー

ル抽出液や含水エーテル抽出液中にもフェノール性物質があった.さらにサリシンやフロ

リジンのフェノール性配糖体の展開状態や発色性は軽度の分解試料中のみに見られるもの

と似ていた.フェノール性配糖体が付属腺内容物中にあると推定される. しかしグルコー

ス配槙体かグルクロン酸配糠体か，またはそれ以外のものも存在するかなどは明確でない.

数十コの付属腺をメタノールおよび、含水エーテルに約1ヶ月間授漬した場合にも，ナフ

チルレゾルシンやアユスアルデヒド試薬で陽性反応を示すものが検出された.メタノール

抽出液のものは軽度の酸加水分解と似たクロマトグラムを示した. しかし陽性スポットは

3コしか認められず，酸加水分解試料のそれより少なかった.エーテル抽出物中にはナフ

チルレゾルシンのほかベルリン背反応， リンモリプデン酸， 2，6ジクロルキノンクロルイ

ミド，ジアゾベンチジンなどのフェノール性物質検出用試薬で‘陽性反応を示す2つ以上の

スポットが各種の展開液によって得られた.これらはフェノール性配糖体の自然分解に由

来すると考えられる.

対照用としてサリシン〈オルソハイドロキシベンヂルアルコールとDグルコースの配糖

体〉とフロリジン(フロレチンとDグルコースの配糖体〉を用いた.これらはナフチルレ

ゾルシンやアニスアルデヒドで発色し，アニリン水素フタレート，ジアゾベンチジン，ベ

ルリン背反応、は陰性であった. サリシンとフロリジンの各種の展開液での Rf値はプタノ

ール，氷酢酸，水 (4，1， 1)でO.73と0.89， エチルアセテ一人 65%イソプロパノ

ール (65，35)で0.45と0.87，エチルアセテ一人メチルエチルケトン，蟻酸，水 (5，

3， 1. 1)で0.52と0.82，またクロロホルム，蟻酸エチル，蟻酸 (5，4，1)でO.ω

とO.12であった.すなわち軽度の分解試料中のものと発色性と展開状態がよく叫ヱνそ:
フェノール性配糖体のフェノール基を同定するために，酸分解中の"t"のおよびエーテル

抽出物中のフェノール性物質と合成純品化合物とを比較した. しかしカテコール， レゾル

シン，プロトカテキン酸，パラキノン，上記配糖体をエマルジンで酵素分解したもの，そ

の他十余種の単純フェノール類は該当せず，試料不足から同定するに至らなかった.
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付属腺内容物の主成分が蛋白質であり，それが分解の進行にともなって遊離アミノ酸の

顕著な増加によって明らかなことを第3図に示す.軽度の分解によってまずアスパラギン

酸が明瞭に検出された.分解の進んだ試料中に検出されるアミノ酸はロイシシ，イソロイ

I 

Pro 。;‘" ・・， 
g、
.・ 。、J O Leu 

I1eu 。。.、cて

Ala O Val 
日is 
主、-ー・.主A・ι 

G1:RQ  
Rf I X o o Arg 。Serl }~) Thr 

" Ul 

o 8 01 
Lys 

、_'

‘O 〉O Q1u 
U2 Asp 

• • • U3 
3 2 3 

第 3図 エンヒドリ γ発色クロマトグラム

I次元:プ zノールー{).08%ァγモニア水 (4.1). n次元:プタノー
ルー氷酢酸ー水 (4.1.1).1:O.06N. 2: O.12N. 3: 0.25N. 0.5 
N叉は1Nの各硫殻分解後の中積職縮液

II 

シン，バロン，プロリン，アラニ γ，グリシン，セリン，アルギニン，グルタミン酸，ア

スパラギン酸， リジンが明瞭で，ヒスチジン，スレオニン，未同定の 3物質が徴量検出さ

れた.未同定のもので図中 UIとしたものは酸加水分解試料中にあり， カ性ソーダ分解試

料中にははっきりしなかった.グルコサミンと推定される.

エーテル可溶物中に脂質と認められるものはほとんどなかった. したがって付属腺内容

物中に脂質類はあってもごくわずかである.

考 察

幼虫初期に吐糸網上に群懐し，食葉性で目立ちやすいオピカレハは，薬剤防除が進歩し

た今日では農業上問題は少ない.むしろ薬剤防除の行なわれない庭樹として栽植されてい

る桃などで， ときに多発するように見うけられる.幼虫は比較的大型で，羽化時に卵巣内

の卵はほとんど完成されており，特徴ある産卵習性，性誘引物質など今日でも興味ある研

究対照の 1つで、あろう.

多くの蛾類が性誘引物質を出していることは明らかにされつつあるが(Jaco凶on19白)，

オピカレハにおいても雌峨が雄蛾を誘引する物質を発散していることが判明した.試験方

法として考えると，本実験の飼育籍とはえとりびんを使用する方法は多くの欠点が見うけ

られた.放出される誘引輝発性物質の濃度勾配を作りうる器具を用いるか，より広い空間

と適当なトラ vプを用いて，自，然に近い条件で実験することが適切であると考えられる.
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竹田ら(1954，1960)はカイコ，ヤママユガ類その他数種の蛾について，誘引腺の物質揮

散過程を組織学的に検討している.オピカレハにおいては，カイコやヤママユガ類で見ら

れるような大型の誘引腺は認知で・きなかった. より小型の器官から分掛揮散されていると

推定される.組織学的に検討することは残された問題の 1つである.

昆虫類の雌性付属腺分泌物は産付卵を包み固着させたり， 卵鞘を形成している (Wig-

glesworth 1953， De Wilde 1964).オピカレハにおいては，体重当りの付属腺重量比が大

きいこと，卵と卵の聞の充填固着の作用が大きいことが特徴である.付属腺の構成を大別

すると，オピカレハにおいては薄茶色半透明の先端細管部と輸卵管近くの膨陸部に2分さ

れる. 本実験ではいっしょにして分析したため不明の点が多いが， 細管部で分泌物を作

り，膨陸部は貯蔵的な役割りをしていると推察される.

構成成分として蛋白質が大きな部分を占めており，主たるアミノ酸組成を知ることがで

きた.11種の明瞭なスポットと 5種の徴量的スポットとして，クロマトグラム上で認知で

きた. Riley and Forgash (1967)はキイロショウジョウバエの付属腺内容物を組織化学的

染色法とクロマトグラフィーで調べて， 10種のアミノ酸とかなりの量のグルコザミンが含

まれていることから，ムコ蛋白であろうと報じている.オビカレハとショウジョウバエで・

は産卵様式は違っているが，主たるアミノ酸組成はよく似ている. しかし，グルコサミ γ

の点は違っており，ショウジョウパェでかなりの量が明瞭に認められているのに対して，

オピカレハでは酸加水分解によって極めて徴量しか存在していない. しかもそれは5%ヵ

性ソーダ、分解の残留物として認められるキチン質様の付属腺外層膜から由来していると考

えられる. したがって，オピカレハの付属腺内容物中にはグルコサミシはほとんどなく，

査白成分はフェノール性成分と結合して卵に穆着し，体外で固化するものと考えられる.

付属腺分泌物中のフ zノール性配糖体については， Brunet and Kent (1955)がゴキブ

リ類の卵輪形成機構に関連して詳しく研究している.すなわち，大型の左側付属腺より蛋

白質とプロトカテキン酸配糖体を分泌し， ずっと小型の右側付属腺よりベータグルコシ

ダーゼを分泌し，この酵素がプロトカテキン酸を遊離して，これが更にキノン型に酸化さ

れて蛋白質と結合し，卵輸を形成すると述べている.Stay and Roth (1962)も19種のゴ

キブリ類とその他2種の直題目虫について研究し，プロトカテキン酸と未同定のフ z ノー

ル性配糖体を確認している.これらの研究は，付属腺が乳白色で多数の細管分枝状のもの

よりなり，長時間かけて徐々に卵鞘を形成する直麹目虫でなされたものである.茶補色大

型，左右同型で， 2~3 時間で分泌されつくすオピカレハでは，成分および固着硬化機構

がゴキプり類と違うことが予想される. しかしオピカレハにおいてはプロトカテキン酸の

配糖体こそ認められなかったが， 数コの未同定のフェノール性配糖体が推定され， また

エーテル可溶物中に遊離のフェノール性物質が確認できている. このことはオピカレハに

おいてもフ zノール性物質が固着硬化に関与していることを示すものと考えられる.フェ

ノール基の同定が残された問題で・ある.

Rilay and Forgash (1967)はキイロショウジョウパエの付属腺分泌物が脂質検出反応

で陰性であることを報じている.オピカレハにおいても同様の性質を示した.

摘 要

オピカレハの幼虫を野外採集し，柳葉と桜棄にて飼育羽化させて.交尾，産卵，性誘引
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性を観察検討するとともに，卵固着成分となっている雌性付属腺の内容物の組成を検討し

た.

雌蛾は羽化時に完成された卵のみを有し， 1回の産卵でほとんどの卵が産下される.付

属線内容物も産卵量に応じて分泌され，産卵終了時にはほとんど分泌しつくされていた.

雌蛾は雄蛾を誘引する揮発性物質を分泌していた.

付属腺内容物は蛋白質が最も大きな部分をしめており， 加水分解物のクロマトグラフ

ィーによって，そのアミノ酸組成はロイシン，イソロイシン，バリン，プロリン，アラユ

ン，グリシγ，セリ γ，アスパラギγ酸.グルタミン酸，アルギユン， リジンおよび徴量

のヒスチジン，スレオエン，その他来同定の 3種のニ γヒドリン陽性物質がおもなもので

あった. 未同定ながら数コのフェノール性配糖体と推定されるものと， 若干の遊離フェ

ノール性物質が検出された.フェノール性物質と蛋白質が結合して産付卵塊を克狽固着す

るものと推定される.
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